
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ａ環境面 

・土曜日などの公園をいつもの公園だけでなく色々の

公園にしてもらえると子供達も喜ぶと思う。 

・狭いとは思う。色々考えてスペースを使っているとは

思う。 

・階段が危ないとは思う事はある。 

Ｂ児童への支援内容 

・いつも子供達が楽しめながら学べる工夫がたくさん

されていて、職員さん達もいつも笑顔で感じが良くアレ

ッタ井土ヶ谷さんに行って良かったと思う。 

・平日以外では、市会議事堂見学や、はまぎん科学館な

ど、貴重な体験をさせていただいてありがたい。 

・休みの日は色んなイベントがあって、とても良いと思

う。 

Ｃ事業所からの情報発信 

・面談の時など、本当に子供達の事をよく見ているなぁ

と感じる。 

Ｄ非常対応 

・備蓄等は分かりませんが避難訓練は定期的におこな

われている。 

 
Ａ環境面 

利用人数が多くなり、少し狭くなってきている。 

職員配置を厚めに対応できている 

Ｂ児童への支援内容 

障害特性や年齢に応じた支援を行なっている 

コロナ対策を講じながら外出の機会は増やすことがで

きた。 

Ｃ関係機関との連携 

支援学校などは特に情報共有を行なっており、児童の

様子や支援について共有を行なっている。 

ケース会議や地域連絡会などにも参加し、他サービス

などとも情報共有している。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

連絡帳アプリを使用し、毎日写真でご報告することで、

支援内容をわかりやすくお伝えできている 

Ｅ非常対応 

半年に一回実施し、その様子は親御さんにもお伝えし

ている。 

【共通点】 
・ 写真付き連絡帳がわかりやすい 
・ 外出行事を再開したことで満足いただけている 
・ 活動スペースが狭くなっている 
 
【相違点】 
・使用する公園を増やしてほしい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 
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   工夫して活動スペースをより広く確保できるようにしていく。 
   使用する公園を増やす。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
                            

事業所名  アレッタ児童デイサービス井土ヶ谷 
担当者           門前 秀治    

 

 

 
・ 職員配置を厚くして、色々な障害特性や

その日の状態に対応できるようにしてい

る 
・ 写真付き連絡帳で毎日報告している 
・ 情報発信（報告書や SNS） 
・ 豊富な外出活動 

 
・ 活動スペースの確保 
・ 使用する公園の数を増やす 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 
外出支援を再開してさまざまな場所に行くことができたが、それを評価していただけていて嬉しい。 
 
 


